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特　集 既設構造物への到達と地中接合技術

はじめに1
　近年、都市部における管路施設工事
は、交通障害、騒音振動、粉塵等によ
る環境への配慮のため、非開削による
工事が一般化されるに至っている。こ
の工法は、地下工事によるもので機械、
資材の搬入・搬出は当然のごとく立坑
によるものであるが、発達した都市部
においては省スペースが必須であり、
既設構造物による発進、到達を条件と
する要望が増えている。そしてまた、
近年の公共事業予算の縮減により、立
坑を翌年度まで存置せず、マンホール
等の構造物を築造し流用を始め、翌年
度以降に構造物に到達させるというよ
うな幹線工事の分割発注方法は、緊縮
財政での発注者の要望として今後も増
加すると予想される。
　これらを解決すべく開発されたエス
エスモール既設到達回収型工法の施工
事例および検討内容を報告する。

工法の概要2
　既設到達回収型工法はエスエス
モール工法のオプションとして、平
成14年に開発され、現在φ800〜
2000mmまでの施工実績がある（特
許第4046217号）。
　基本的には、外殻部を回収する工法
であるが、外殻部を残置するシステム
もある。
　以下に工法の概要を示す。

既設構造物への到達の検討課題3
既設構造物の外部鋼製土留壁の
有無について
　築造時に流入の計画がある場合、接
続を想定し、土留壁を外枠として構造
物が築造されているため到達工は通常
と変わりなく、掘進機の分割回収も比
較的容易である。また鋼製ケーシング
式立坑による場合、組立式マンホール
流入箇所周囲をコンクリートによる埋
戻しであれば問題ない。

　しかし、構造物築造時に流入の計画
がなく、鋼製土留壁がない場合、到達
工において、数々の問題が複合的に発
生する。先ず、到達部の地盤改良工で
ある。鏡部が鋼製の場合、切断撤去に
要する時間は比較的短く行えるが、鉄
筋コンクリートの場合狭隘な環境下、
人力による作業では切断取壊し撤去ま
で、数日かかることも考えられ、壁体
撤去部分の改良後の地山が崩壊せず、
維持するためには高圧噴射混合攪拌工
法のような改良後に高強度を期待でき
る工法が適している。
　しかし、既設構造物（マンホール）
が小さく、深度が浅い場合は、マンホー
ルの傾斜、浮上等が想定されるため高
圧噴射混合攪拌工法の採用を避けるこ
とが望ましい。そのため水ガラスを主
剤とする注入しか行えず、強度におい
て不利であり被圧水のある地盤では、
危険要因として排除できない。
　次に鏡部の壁体撤去方法である。鋼
製土留壁がない場合、鏡部の壁体を速
やかに撤去し、掘進機を坑口のゴム
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パッキンを通過するまで押出し停止す
るまでの一連の作業が、短時間で安全
にできるよう事前に細分化したQC工
程、リスクマネージメントの手法を活
用して計画すべきである。

工事概要4
4.1　工事概要①
工 事 名：吹田市公共下水道事業
　　　　　雨水レベルアップ整備工事
　　　　　豊津第2工区

発 注 者：吹田市
元　　請：㈱紙谷工務店
施工場所：大阪府吹田市江坂町2丁目
　　　　　地内
施工期間：平成20年1月22日
　　　　　〜4月30日

図−1　工法概要図 図−2　到達での分割要領図
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　既設構造物到達部の多くの場合は、鉄筋により補強されたコンクリート構造物であ
る。そのため取壊しは必要最小の範囲で行い、微小ひび割れを防止するためコアード
リルにより連続削孔し切断する。到達後鏡切断までは通常と差異はないが掘進機の回
収は到達マンホール径、推進管内空に制限された分割部品として回収する。
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表−1　鋼製土留壁存置の有無による既設構造物到達工比較表


